
（２）長岡京跡の井戸

これまでに検出された長岡京期の井戸は、144基（宮域７基、左京域109基、右京域28基）を数

える。左京域の検出例が全体の７割を超えているが、これは1980年代後半以降に相次いだ長岡京

跡左京域における大規模開発と、その成果を収めた報告書の刊行によるところが大きい。長岡京

跡の井戸に関しては既に山本輝雄氏によって詳細な検討作業が行われている。
（４・９）

本論では山本氏の

研究以降に増加した井戸検出例の追加と、井戸側を中心とした若干の検討を行っている。

Ａ．井戸側の分類

井戸は大きく井桁、井戸側、水溜めの３者で構成され、このうち井戸側に関しては宇野隆夫氏
（10）

などの優れた研究がある。長岡京跡の検出例においても地表面上の構造物である井桁が確認され

た例はなく、本論の検討対象からは除外した。また、水溜めについても本論の主対象が井戸側で

あること、井戸側との識別の困難さ、すなわち水溜めとしての意識を持って設置されたものか判

断が難しいことから特別な検討は行っていない。なお、以下に示す類例の番号は　付表－10 長

岡京跡井戸一覧表における井戸番号である。

井戸側の分類では総数144基にのぼる検出例の中で、井戸側の残存状況が比較的良好で設置状況

が窺えるものを主な対象とした。対象となった井戸は81基を数える。井戸側には石組を築くもの

（109－右京第236次調査　井戸SE51）、須恵器を利用する例（98－左京第443次調査　井戸SE31）

があるが、類例は少なく前述のものも井戸側の一部分や補強材としての利用であった。このため、

井戸側を分類するためのより上位の概念である井戸側構成材に関しては検討を行っていない。

井戸側は湧水層ないし貯水点までの空間を保持するために設けられた開放型の地中構築物で

あり、単一形態の井戸側とともに、必要な深さを得るために同種あるいは異なった井戸側を積

み上げて全体を構築する複合形態が存在する。複合形態の上部井戸側として多用されるのが、

縦板組隅柱横桟どめ、縦板組横桟どめ、縦板組といった縦板を主要材とする類型であり、とく

に縦板組隅柱横桟どめ、縦板組横桟どめ井戸側は深度を得るための最適な形態であったことが

分かる。本論の分類では、まず、より上位の井戸側形態によってＡ～Ｆ・Ｘの７類型に大別し、

次にそれぞれの類型を下位井戸側の有無および下位井戸側の形態によって細分した。なお、Ｘ

類型には下位に井戸側が残っているものの、上位の形態が明らかでない例をまとめている。ま

た、素掘り井戸として報告されている例が散見されるが、これらに関しては井戸側抜き取りの

可能性が否定できないため、検討対象としての類型には含めなかった。

Ａ類型　横板井籠組（６例）

厚さ10�前後の横板を出 、入 によって井籠形に組み合わせ、中央に設けられたダボに

より横板を上へ上へと積み上げる。構造上井戸の開口部が広く、縦板組隅柱横桟どめ、縦板組

横桟どめに比べて浅い井戸となる。東院で検出された97－左京第435次調査　井戸SE12は本類

型の典型例であり、長岡京跡における最大規模の井戸である。Ａ類型には複合形態の確実な例

がなく細分を行っていないが、宮内第178次調査の２－井戸SE05では壁面に残る痕跡から井籠

組と曲物の複合形態として報告されている。
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第39図　井戸側類型図－１（1/100）
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付表－８　井戸側類型一覧表

宮内 左京 右京 合計 

Ａ類型 3 3 6

Ｂ１類型 10 3 13

Ｂ２類型 1 1

Ｂ３類型 1 1

Ｂ４類型 1 1

Ｃ１類型 1 16 4 21

Ｃ２類型 2 1 3

Ｃ３類型 1 1

Ｃ４類型 2 1 3

Ｄ１類型 2 2

Ｄ２類型 1 6 7

Ｅ１類型 0

Ｅ２類型 1 1

Ｆ類型 15 15

Ｘ１類型 1 1

Ｘ２類型 1 3 1 5

不明 4 48 11 63

合計 7 109 28 144



第40図　井戸側類型図－２（1/100）

38 まとめ

Ｂ類型　縦板組隅柱横桟どめ（16例）

四隅の角材に設けた 穴に横桟をはめ込み、隅柱と横桟によって縦板を保持する形態。この

Ｂ類型は下位の井戸側の有無・形態によって、井戸側がないもの（Ｂ１類型・13例）、曲物と

の複合形態（Ｂ２類型・１例）、石組との複合形態（Ｂ３類型・１例）、縦板組隅柱横桟どめ井

戸側を複数段積み上げるもの（Ｂ４類型・１例）に細分できる。

Ｃ類型　縦板組横桟どめ（28例）

隅柱を用いることなく、出 、入 で組んだ横桟により縦板を保持する形態。Ｃ類型も下

位の井戸側がないもの（Ｃ１類型・21例）、曲物との複合形態（Ｃ２類型・３例）、丸太刳り抜



きとの複合形態（Ｃ３類型・１例）、縦板組横桟どめ井戸側を複数段積み上げるもの（Ｃ４類

型・３例）に細分される。なお、Ｂ類型にも丸太刳り抜き井戸側などとの複合形態の存在が予

想される。Ｂ類型の下位井戸側形態としての縦板組横桟どめ井戸側、Ｃ類型の下位井戸側形態

としての縦板組隅柱横桟どめ井戸側が存在するか否かは、さらにそれぞれの技術的な検討を行

う必要がある。また、本調査井戸SE05のように上下の横桟間に支柱を設置する例（67－左京第

288次調査　井戸SE263）があるが、支柱は横桟の補強補助材であり、今回行った分類上の概念

とは性格が異なるため検討対象には含めなかった。

Ｄ類型　縦板組（９例）

横桟を使うことなく、短い縦板を円形ないし方形に並べるもの。単一形態（Ｄ１類型・２例）

と、曲物との複合形態（Ｄ２類型・７例）に分かれる。縦板の強度を考慮すれば、曲物以上に

井戸全体の深さが増す井戸側とは複合しないものと考えられる。また、Ｄ２類型は曲物の補強

材と考えることも可能であり再検討を要する。

Ｅ類型　丸太刳り抜き（１例）

丸太刳り抜き材を井戸側とするもので、検出例としては曲物との複合形態（Ｅ２類型・１例）

がある。単一形態のＥ１類型はＥ２類型よりその存在を想定したもので検出例はない。

Ｆ類型　曲物（15例）

曲物を井戸側とするもので、複数段積み上げることで全体の深度を確保するものが多い。Ａ

～Ｆ類型と比較して強度的に劣っており、最大径が曲物の大きさに制約されることから、下位

井戸側に他の形態を用いることがない。井戸側として利用された曲物が全て生活道具の転用と

判断し得るのか、井戸側専用の曲物の存在を検討する必要があるだろう。

Ｘ類型　上位井戸側不明（６例）

Ａ～Ｆ類型とは分類概念が異なるが、下位に井戸側が残存するものの抜き取りによって上位

の井戸側形態が判然としない例を集めた仮類型である。下位形態に丸太分割井戸側を用いるも

の（Ｘ１類型・１例）、曲物を用いるもの（Ｘ２類型・５例）があり、これらは複合形態ない

し同一井戸側を積み上げた形態と考えられる。

Ｂ．井戸側類型と井戸の深さ

第41図の分布グラフでは井戸側の平面規模と、検出面から底部まで井戸全体の深さの関係を

示した。グラフ（ａ）には全類型が含まれており、Ａ類型、Ｂ・Ｃ類型、Ｄ・Ｆ類型が法量的

なまとまりを示すことが理解できる。すなわち、Ａ類型は井戸の開口部が広く、長い縦板を横

桟で支持するＢ・Ｃ類型は開口部の広さに比べて深い井戸が構築される。また、曲物を用いる

Ｄ２・Ｆ類型は開口部と深さが１対２となる比率を中心に分布している。グラフ（ｃ）では縦

板組のＢ・Ｃ類型と上位井戸側が明らかでないＸ類型を抽出した。各細分類型は開口部の広さ

に大きな違いが認められないが、大まかに見て単一形態のＢ１・Ｃ１類型、異なった井戸側と

の複合形態のＢ２・Ｂ３・Ｃ２・Ｃ３類型、同一形態を積み上げるＢ４・Ｃ４類型の順に深さ

が増すことが分かる。また、Ｂ類型とＣ類型の関係、すなわち隅柱の有無は法量的なまとまり
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第41図　井戸側の平面規模と井戸の深さ

（ａ）全類型

（ｂ）Ｄ・Ｆ・Ｘ類型
（数字は細分類型）

（ｃ）Ｂ・Ｃ・Ｘ類型
（数字は細分類型）



として反映されないことが指摘できる。Ｂ類型はその構造からＣ類型と比較してより強度が期

待でき、長岡京跡の井戸のなかで最も深い例（110－右京第240次調査　井戸SE01）も認められ

る。しかし、110は同一形態の井戸側を積み上げたＢ４類型であり、上位井戸側が１段と想定

されるＢ１～３類型は全体の深さが３mまでに限られ、多くは深さ１～２m弱の間に分布して

いる。このような分布の背景には隅柱として用いられる角材の長さに井戸側全体の深さが制約

を受けた状況が推測され、対するＣ１～３類型では過半数が深さ２ｍを超えている。

単一形態の確認を再度行わなければならないが、Ｂ１・Ｃ１類型を見れば深さ0. 8～1. 7m、

２～2. 5m、そして３mを超えるものにグループ化できる。この分布は井戸検出面から底部まで

の深さで検出面の削平を考慮しなければならないが、地中に納められる縦板の長さ、すなわち、

入手可能な縦板に大・中・小の規格が存在した可能性が推察される。今回、資料の提示はでき

なかったが、Ｂ・Ｃ類型における縦板の最大残存長は2. 3mを測り、２m弱、1. 5m前後、１m前

後のまとまりが予見される。また、Ｃ４類型では完全な状態で残されていた下位井戸側から、

井戸構築時の縦板の長さ1. 1m（47－左京第210次調査　井戸SE37）、1. 3m（24－左京第106次調

査　井戸SE34）、1. 9m（124－右京第668次調査　井戸SE01）の値が得られた。縦板の長さ規格

と納めることのできる井戸側の高さとの検討作業は、井戸側抜き取り痕跡や掘形の形態ととも

に、上部井戸側形態が明らかでないＸ類型、完全に井戸側が抜き取られ対象から除外した井戸

掘形の井戸側復元や性格解明の手段となるだろう。例えば、底部に曲物を伴うＸ２類型の浅い

もの（２－宮内第178次調査　井戸SE05、17－左京第53次調査　井戸SE17）は全体の深さが曲

物積み上げによるものではなく、高さ１m強の小規模な縦板組横桟どめ井戸側との複合形態と

考えることができる。また、119（右京第408次調査　井戸SE03）では、大規模な縦板組横桟ど

めないし二段積み上げの縦板組横桟どめとの複合形態の可能性が指摘できる。

Ｃ．まとめ

今回の検討作業では井戸という対象の大きさに対する力量不足が災いし、多くの重要な検討

課題に言及できなかった。井戸側内部では横桟や横板の規格性、「濾過」施設と判断されてい

る底部の礫や炭の役割、水溜め構造の検討などが挙げられる。また、井戸掘形や出土遺物の検

討も残された課題である。さらに、長岡京跡では宅地内における井戸付随施設と溝・建物・

柵・門などを含めた配置状況の確認が他の都城に比べて容易であり、井戸という性格の明らか

な遺構が基本的なレイアウト（導線）の復元に果たす役割は大きいと言える。長岡京跡全域に

おける井戸や井戸側類型の分布（第42図）には予想される水位と井戸の深さとの関連（井戸底

部の標高をもとにした水位の復元）、井戸検出例が著しい宅地の存在など、有意なまとまりを

見出せる要素は非常に限られている。逆に、右京六条一坊十一・十二町では大規模な発掘調査

が行われているにも関わらず井戸が確認されておらず、井戸をほとんど必要としない特別な施

設の存在が予想されている。他の都城や乙訓地域における井戸の変遷など、残された多くの課

題については、さらに検討を行い他日改めてその様相を提示したい。
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第42図　長岡京跡井戸分布図
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円形 楕円形 不整形 長方形 方形 不明 
横板井籠組 Ａ 1 5

縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ ～ ４ 2 11 3
縦板組横桟どめ Ｃ１ ～ ４ 5 1 1 20 1

縦板組 Ｄ１・２ 5 1 2 1
丸太刳り抜き Ｅ 1

曲物 Ｆ 9 2 1 1 1
不明＋曲物 Ｘ 4 1
不明 17 6 1 1 22 18

井戸側類型 
掘形の形態 

付表－９　井戸側と井戸掘形対応表



区域 番号 調査次数 遺構番号 推定地 井戸側 類型 井戸側規模 掘形 掘形規模 文献 

1 P99 ＳＥ01 内裏南方官衙 不明 － 径1ｍ×1.2ｍ 円形 不明 （11） 

2 P178 ＳＥ05 朝堂院西方官衙 不明＋曲物 Ｘ２ 不明×1.6ｍ 円形 辺1.6ｍ （12） 

3 P217 ＳＥ24 北辺官衙（北部） 縦板組・曲物＋楕円形曲物 Ｄ２ 径0.8ｍ×0.81ｍ 円形 径1.67ｍ （13） 

4 P248 ＳＥ31 朝堂院北西官衙 不明 － 不明×1.7ｍ 方形 長2.9ｍ （14） 

5 P262 ＳＥ40 北辺官衙（南部） 不明 － 不明 － 不明 （15） 

6 P263 ＳＥ30 北辺官衙（南部） 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺1.1ｍ×1.35ｍ 方形 辺0.9ｍ （16） 

7 P278 ＳＥ30 北辺官衙（南部） 不明 － 不明×3.8ｍ 楕円形 長1.9ｍ （17） 

8 L4 ＳＥ10 四条二坊七町 縦板組 Ｄ１ 辺0.7ｍ×不明 － 不明 （18） 

9 L10 ＳＥ04 一条二坊五町 曲物＋曲物 Ｆ 径0.56ｍ×0.5ｍ 楕円形 径1.0ｍ （19） 

10 L15 ＳＥ18 四条二坊十一町 円形縦板組＋曲物 Ｄ２ 径0.6ｍ×0.65ｍ 円形 径0.9ｍ （20） 

11 L22 ＳＥ06 三条二坊八町 不明 － 不明×2.5ｍ 円形 径1.5ｍ （21） 

12 ＳＥ02 四条二坊十一町 縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ 辺0.75ｍ×2.1ｍ以上 円形 径3.5ｍ 

13 ＳＥ05 四条二坊十一町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺0.67ｍ×2.25ｍ以上 円形 径1.6ｍ 

14 ＳＥ08 四条二坊十一町 円形縦板組＋曲物＋曲物 Ｄ２ 径0.6ｍ×0.75ｍ 円形 径1.5ｍ 

15 ＳＥ14 四条二坊十一町 曲物＋曲物 Ｆ 径0.47ｍ×0.5ｍ 円形 径0.7ｍ 

16 ＳＥ25 四条二坊十一町 不明 － 不明×1.15ｍ 円形 径1.7ｍ 

17 L53 ＳＥ17 七条二坊七町 不明＋曲物＋曲物 Ｘ２ 径0.65ｍ×1.55ｍ － 長1.2ｍ （22） 

18 ＳＥＡ01 五条四坊八町 縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ 辺0.8ｍ×1.7ｍ 円形 径1.5ｍ 

19 ＳＥ01 五条四坊一町 不明 － 不明×1.2ｍ 方形 辺3.2ｍ 

20 L67B ＳＥ03 五条三坊十六町 不明＋曲物＋曲物 Ｘ２ 径0.6ｍ×1.5ｍ 円形 径2.5ｍ （24） 

21 L70 ＳＥ32 四条二坊九町 曲物 Ｆ 径0.65ｍ×0.4ｍ 円形 長1ｍ （25） 

22 L76 ＳＥ01 五条四坊一町 不明 － 不明 － 不明 （26） 

23 L102 ＳＥ29 六条一坊五町 横板井籠組 Ａ 辺1.35ｍ×2.3ｍ 円形 長4.35ｍ （４） 

24 L106 ＳＥ34 五条二坊八町 縦板組横桟どめ＋縦板組横桟どめ Ｃ４ 辺1.1ｍ×3ｍ 方形 辺2.5ｍ （27） 

25 ＳＥ08 一条二坊十二町 不明 － 不明×1.3ｍ 円形 径1.6ｍ 

26 ＳＥ18 一条二坊十二町 縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ 辺1ｍ×1.45ｍ 方形 辺3.6ｍ 

27 L120 ＳＥ64 三条二坊三町 丸太刳り抜き＋曲物 Ｅ２ 径0.6ｍ×0.8ｍ 円形 径1.7ｍ （29） 

28 L130 ＳＥ09 二条二坊九町 曲物 Ｆ 径0.8ｍ×0.6ｍ 円形 径0.8ｍ （30） 

29 L133 ＳＥ134 三条四坊二町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺1ｍ×2.0ｍ 楕円形 長2.6ｍ （31） 

30 ＳＥ2 五条三坊十六町 曲物＋曲物＋曲物 Ｆ 不明×1ｍ 円形 径1.4ｍ 

31 ＳＥ150 五条三坊一町 不明 － 不明 円形 不明 

32 ＳＥ215 五条三坊一町 不明 － 不明 方形 辺2.4ｍ 

33 L145 ＳＥ20 四条二坊十五町 縦板組＋曲物＋曲物 Ｄ２ 径0.4ｍ×0.4ｍ 円形 径1.7ｍ （33） 

34 L157 ＳＥ04 一条二坊十二町 曲物 Ｆ 径0.45ｍ×0.16ｍ 円形 径0.54ｍ （34） 

35 ＳＥ16 二条三坊三町 曲物＋曲物＋曲物 Ｆ 辺0.4ｍ×0.65ｍ 長方形 辺1.4ｍ 

36 ＳＥ33 二条三坊二町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺1.1ｍ×1.25ｍ 方形 不明 

宮 
　 
　 
内 

L59

L118

L140

L159 （35） 

（32） 

（28） 

（23） 

（20） L27

左 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
京 

37 ＳＥ01 二条二坊十六町 円形縦板組＋曲物 Ｄ２ 径0.8ｍ×1.1ｍ 円形 長1.5ｍ 

38 ＳＥ03 二条二坊十六町 円形縦板組＋曲物 Ｄ２ 径0.8ｍ×0.8ｍ 楕円形 長1.4ｍ 

39 ＳＥ04 二条二坊十六町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 不明×0.8ｍ 方形 長2.4ｍ 

40 ＳＥ16 二条二坊十六町 方形縦板組 Ｄ１ 長0.8ｍ×0.5ｍ 方形 辺1.3ｍ 

41 L172 ＳＥ08 二条三坊五町 不明 － 不明×0.6ｍ 楕円形 長1.6ｍ以上 （37） 

42 ＳＥ20 七条一坊九町 不明 － 不明×2.3ｍ 円形 径1.6ｍ 

43 ＳＥ37 七条一坊九町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺1.1ｍ×0.8ｍ 円形 径4.5ｍ 

44 ＳＥ45 七条一坊十六町 不明 － 不明×1.05ｍ 方形 辺1.6ｍ 

45 ＳＥ10 二条二坊十五町 不明 － 不明×0.8ｍ 方形 辺2.7ｍ 

46 ＳＥ23 二条二坊十五町 不明 － 不明×0.7ｍ 楕円形 長1.8ｍ 

47 L210 ＳＥ37 六条二坊十三町 不明＋縦板組横桟どめ＋縦板組横桟どめ Ｃ４ 辺1.1ｍ×3.8ｍ 方形 長3.1ｍ （40） 

48 L214 ＳＥ59 三条三坊三町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺0.76ｍ×1.7ｍ 長方形 長1.85ｍ （41） 

49 L215 ＳＥ02 五条二坊三町 不明 － 不明×0.8ｍ 楕円形 長1.4ｍ （42） 

50 L230 ＳＥ23 六条二坊十二町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺1.1ｍ×2.2ｍ 方形 辺3ｍ （43） 

51 L242 ＳＥ14 四条二坊十三町 曲物 Ｆ 径0.38ｍ×0.25ｍ 楕円形 長1.1ｍ （44） 

52 L267 ＳＥ06 二条三坊十二町 縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ 辺0.9ｍ×1ｍ 方形 径1.5ｍ （45） 

53 ＳＥ16 六条一坊十二町 曲物＋曲物＋曲物 Ｆ 径0.55ｍ×1ｍ 円形 径1.1ｍ 

54 ＳＥ17 六条一坊十二町 不明 － 不明×2.1ｍ 方形 辺2ｍ 
（２） 

L209 （39） 

L204 （38） 

L269

（36） L169
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付表－10 長岡京跡井戸一覧表



区域 番号 調査次数 遺構番号 推定地 井戸側 類型 井戸側規模 掘形 掘形規模 文献 

55 ＳＥ11 二条二坊五町 不明 － 不明×0.5ｍ 方形 長3ｍ 

56 ＳＥ12 二条二坊五町 不明 － 不明×0.6ｍ 方形 長2.6ｍ 

57 ＳＥ13 二条二坊五町 不明 － 不明×0.7ｍ 円形 長2.6ｍ 

58 ＳＥ14 二条二坊五町 不明 － 不明×1.2ｍ 方形 長2.7ｍ 

59 ＳＥ15 二条二坊五町 不明 － 不明×1.1ｍ 方形 長2.6ｍ 

60 ＳＥ16 二条二坊五町 不明 － 不明×0.8ｍ 円形 長3.3ｍ 

61 ＳＥ17 二条二坊五町 不明 － 不明×0.6ｍ 円形 長2.5ｍ 

62 ＳＥ18 二条二坊五町 不明 － 不明×0.8ｍ 円形 長2.3ｍ 

63 ＳＥ19 二条二坊五町 不明 － 不明×0.8ｍ 不整形 長2ｍ 

64 L287 ＳＥ11 二条二坊十町 縦板組横桟どめ＋曲物＋曲物 Ｃ２ 辺0.8ｍ　×1.35ｍ 方形 長1.9ｍ （47） 

65 ＳＥ261 六条三坊四町 曲物 Ｆ 径0.55ｍ×0.75ｍ 円形 径1ｍ 

66 ＳＥ262 六条三坊四町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺1ｍ×2.3ｍ 円形 径1.2ｍ 

67 ＳＥ263 六条三坊四町 縦板組横桟どめ＋曲物 Ｃ２ 辺1ｍ×2.5ｍ 方形 辺2.5ｍ 

68 ＳＥ264 六条三坊四町 不明 － 不明×1.2ｍ 楕円形 長3.3ｍ 

69 ＳＥ265 六条三坊四町 不明 － 不明×0.75ｍ 円形 径1.2ｍ 

70 ＳＥ266 六条三坊四町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺0.9ｍ×2.4ｍ 円形 径2.7ｍ 

71 ＳＥ267 七条三坊一町 不明 － 不明×0.7ｍ 円形 径1.2ｍ 

L276 （46） 

L288 （48） 

72 ＳＥ268 七条三坊一町 不明＋曲物 Ｆ 径0.38ｍ×0.9ｍ 円形 径1.1ｍ 

73 L295 ＳＥ25 六条三坊二町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺0.9ｍ×2.1ｍ 方形 辺1.5ｍ （49） 

74 ＳＥ07 六条二坊十二町 不明 － 不明×1.7ｍ 円形 径3.5ｍ 

75 ＳＥ09 六条二坊十二町 不明 － 不明×1.8ｍ 円形 径2ｍ 

76 L298 ＳＥ501 三条二坊九町 曲物 Ｆ 径0.35ｍ×0.4ｍ 円形 長0.9ｍ （51） 

77 L299 ＳＥ15 四条一坊七町 不明 － 不明×0.6ｍ 方形 辺1.4ｍ （52） 

78 ＳＥ258 六条三坊三町 不明 － 不明×1ｍ 楕円形 長2.2ｍ 

79 ＳＥ259 六条三坊四町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺0.85ｍ×1.3ｍ 円形 径1.3ｍ 

80 ＳＥ260 六条三坊四町 不明（曲物か）＋曲物 Ｆ 径0.65ｍ×1.3ｍ 円形 径1.3ｍ 

81 L333 ＳＥ002 二条四坊三町 不明＋曲物 Ｘ２ 不明×1.1ｍ 円形 径1.3ｍ 

82 L334 ＳＥ007 二条四坊七町 不明 － 不明×2.2ｍ 方形 長2.4ｍ 

83 L341 ＳＥ03 二条三坊六町 縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ 辺0.9ｍ×1.2ｍ 方形 長1.93ｍ （54） 

84 L363 ＳＥ084 二条三坊十五町 横板井籠組 Ａ 辺1.1ｍ×2.55ｍ 方形 辺2.3ｍ （53） 

85 L364 ＳＥ269 六条三坊五町 不明 － 不明×1ｍ 長方形 長1.9ｍ （48） 

86 ＳＥ092 二条三坊十五町 縦板組＋曲物＋曲物 Ｄ２ 径0.65ｍ×0.95ｍ 方形 辺2.2ｍ 

87 ＳＥ108 二条三坊十四町 縦板組隅柱横桟どめ＋曲物 Ｂ２ 辺1.4ｍ×1.4ｍ 方形 辺1.8ｍ 

88 L385 ＳＥ537 二条四坊六町 不明 － 不明×0.8ｍ 円形 径1.2ｍ 

89 六条二坊六町 縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ 不明 － 不明 

90 六条二坊六町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 不明 － 不明 

91 六条二坊六町 曲物 Ｆ 不明 － 不明 

92 ＳＥ23 六条二坊十二町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺1.2ｍ×2.4ｍ 方形 辺2.7ｍ 

93 ＳＥ39 六条二坊十二町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺0.9ｍ×2.4ｍ 方形 長2.5ｍ 

94 ＳＥ59 六条二坊十一町 縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ 辺1.2ｍ×不明 － 不明 

95 ＳＥ78 六条二坊十四町 縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ 辺0.9ｍ×1.7ｍ 方形 長2ｍ 

96 ＳＥ150 六条二坊十一町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺0.9ｍ×1.2ｍ 方形 長1.8ｍ 

97 L435 ＳＥ12 北一条三坊二町 横板井籠組 Ａ 辺1.8ｍ×2ｍ 方形 長4.2ｍ （56） 

98 L443 ＳＥ31 四条二坊七町 曲物＋曲物＋曲物 Ｆ 径0.7ｍ×0.6ｍ 方形 辺2.5ｍ （57） 

99 L444 ＳＥ19 六条一坊七町 縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ 辺0.9ｍ×1.5ｍ 方形 辺3ｍ （58） 

100 L479 ＳＥ05 六条一坊五町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺0.9ｍ×2.3ｍ 方形 長3ｍ以上 本書 

101 XL8316 ＳＥ3 三条三坊六町 縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ 辺1.15ｍ×1ｍ以上 － 不明 （59） 

102 ＳＥ40 七条一坊一町 不明 － 不明×5.4ｍ 方形 長3.5ｍ 

103 ＳＥ94 七条一坊一町 縦板組横桟どめか＋丸太刳り抜き Ｃ３ 辺1.1ｍ×2.94ｍ 方形 辺1.9ｍ 

104 R28 ＳＥ80 七条一坊一町 不明 － 不明×4ｍ 方形 長3.7ｍ （61） 

105 R111 ＳＥ15 七条二坊九町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺1ｍ×0.9ｍ 方形 辺1.2ｍ （62） 

106 R128 ＳＥ06 七条二坊十三町 不明 － 不明×0.7ｍ 円形 径1.6ｍ （63） 

107 R155 ＳＥ12 六条二坊七町 不明＋丸太分割刳り抜き Ｘ１ 径1ｍ×3.1ｍ 方形 長4.4ｍ （64） 

L297 （50） 

L306 （48） 

（53） 

L384
（53） 

L407

L414 （55） 

R10 （60） 

左 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
　 
京 

右 
　 
　 
京 

108 R196 ＳＥ03 六条一坊十五町 不明 － 不明×2.5ｍ 方形 辺2.8ｍ （65） 

44 まとめ



区域 番号 調査次数 遺構番号 推定地 井戸側 類型 井戸側規模 掘形 掘形規模 文献 

109 R236 ＳＥ51 三条四坊一町 縦板組隅柱横桟どめ＋円形石組み Ｂ３ 辺1.1ｍ×2.1ｍ 方形 辺3.2ｍ （66） 

110 R240 ＳＥ01 三条四坊八町 不明＋不明＋縦板組隅柱横桟どめ Ｂ４ 辺1.4ｍ×6.7ｍ 方形 辺5.8ｍ （67） 

111 R246 ＳＥ01 五条四坊八町 横板井籠組 Ａ 辺1.1ｍ×4ｍ 方形 長4.8ｍ （68） 

112 R279 ＳＥ03 六条一坊六町 不明 － 不明×4ｍ以上 方形 辺4ｍ （69） 

113 R304 ＳＥ01 六条二坊三町 不明 － 不明×3.6ｍ 方形 辺4.4ｍ （70） 

114 R314 ＳＥ06 六条二坊二町 縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ 辺1.1ｍ×2.85ｍ 方形 長2.6ｍ （71） 

115 R364 ＳＥ09 七条二坊八町 不明 － 不明×1.9ｍ 方形 辺1.5ｍ （72） 

116 R365 ＳＥ02 六条二坊二町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺1.1ｍ×3.6ｍ 方形 長2.8ｍ （73） 

117 R370 ＳＥ40 五条三坊四町 横板井籠組 Ａ 1ｍ×2.4ｍ 方形 辺2.5ｍ （74） 

118 R389 ＳＥ14 五条二坊十三町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺0.9ｍ×1.6ｍ 方形 長2.8ｍ （75） 

119 R408 ＳＥ03 六条二坊二町 不明＋曲物 Ｘ２ 径0.6ｍ×3.6ｍ 方形 辺3.3ｍ （76） 

120 R442 ＳＥ24 六条二坊八町 縦板組横桟どめ Ｃ１ 辺0.95ｍ×3.1ｍ 方形 辺2ｍ （77） 

121 R479 ＳＥ14 七条二坊八町 不明 － 不明 方形 長1.2ｍ （78） 

122 R513 ＳＥ24 五条一坊十三町 縦板組横桟どめ＋曲物 Ｃ２ 1ｍ×4ｍ 方形 長2.7ｍ （79） 

123 R663 ＳＥ02 五条三坊十五町 縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ 辺0.75ｍ×1.65ｍ 方形 長1.73ｍ （80） 

124 R668 ＳＥ01 三条四坊十六町 縦板組横桟どめ＋縦板組横桟どめ Ｃ４ 辺1.3ｍ×4ｍ 方形 辺2ｍ （81） 

125 R688 ＳＥ16 六条二坊六町 縦板組隅柱横桟どめ Ｂ１ 辺1ｍ×2.5ｍ 方形 辺2.1ｍ （82） 

126 XR81006 ＳＥ01 六条二坊二町 不明 － 不明 方形 長2.4ｍ （83） 

127 XR84109 ＳＥ01 二条三坊十三町 不明 － 辺0.9ｍ×3.2ｍ 方形 辺3ｍ （84） 

128 XR93300 ＳＥ25 七条二坊八町 横板井籠組 Ａ 辺1.36ｍ×1.44ｍ 方形 長2.8ｍ （85） 

129 XR96065 ＳＥ01 六条一坊十六町 不明 － 不明×2ｍ以上 方形 辺2.2ｍ （86） 

130 L2 不明 － 不明 － 不明 （87） 

131 L14 ＳＥ08 二条二坊八町 不明 － 不明 － 不明 （88） 

132 L38A ＳＥ01 不明 － 不明 － 不明 

133 ＳＥ01 不明 － 不明 － 不明 

134 ＳＥ409 不明 － 不明 － 不明 

135 L93 ＳＥ80 五条三坊八町 不明 － 不明 － 不明 （89） 

136 ＳＥ379 五条二坊十六町 不明 － 不明 － 不明 

137 ＳＥ405 五条二坊十六町 不明 － 不明 － 不明 

138 ＳＥ2 五条四坊八町 不明 － 不明 － 不明 

139 ＳＥ3 五条四坊八町 不明 － 不明 － 不明 

140 ＳＥ4 五条四坊九町 不明 － 不明 － 不明 

141 ＳＥ5 五条四坊九町 不明 － 不明 － 不明 

142 ＳＥ6 五条四坊九町 不明 － 不明 － 不明 

L174

（90） 

（91） 

右 
　 
　 
　 
　 
　 
京 

左 
　 
　 
　 
　 
　 
京 

L62

L164

143 ＳＥ7 五条四坊九町 不明 － 不明 － 不明 

144 ＳＥ45 五条三坊一町 不明 － 不明 － 不明 
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（付表－10）長岡京跡井戸一覧表の凡例

・ 一覧表は宮・左京・右京の順に記載したが、左京域の詳細不明のものは最後にまとめて記載した。

・ 調査次数のうち頭文字に「Ｘ」と表記したものは立会調査である。

・ 推定地は新条坊名称であり、『年報　都城10（付図）長岡京条坊復原図』財団法人向日市埋蔵文化財センター　1999年を参考にした。

・ 井戸側規模は　平面規模×深さ　を表記している。平面規模は井戸側の最大幅を、深さは検出面から底部までの値である。

・ 掘形規模は掘形検出面の最大幅を示した。
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付表－11 報告書抄録

緯度経度の測点は南調査区の中央部。また、緯度経度は国土座標旧測地系の数値から換算した。




